
２５５

上野俊樹教授略歴 ・主要著作目録

略　　　　歴

１９４２年９月３０日　大阪市西成区で生まれる

１９６８年３月　早稲田大学第一政経学部卒業

１９６８年４月　大阪市止大学大学院経済学研究科修士課程入学

１９７０年３月　同上修了

１９７０年４月　大阪市立大学大学院経済学研究科博士課程入学

１９７３年３月　同上博士課程単位取得満期退学

１９７３年４月　立命館大学経済学部助教授

１９８３年４月　立命館大学経済学部教授

１９９２年１０月　博士（経済学）（立命館大学）

１９９９年５月５日　病没

１９９９年５月５日　立命館大学名誉教授

学　内　役　職

１９８１年４月～１９８２年３月

１９８８年４月～１９８９年３月

！９８８年４月～１９８９年３月

１９８９年４月～１９９０年３月

１９９２年４月～１９９３年３月

１９９３年４月～１９９５年３月

立命館大学経済学部学生王事

立命館大学経済学部主事

立命館大学経済学研究科主事

立命館大学経済学部調査委員長

立命館大学学生部副部長

立命館大学学生部長

学　　　　　　会

経済学史学会，経済理論学会，信用理論学会に所属

著　　　　　　書

１９８２年

１９８５年

１９８７年

１９９１年

１９９３年

単著『経済学とイデオロギー』（有斐閣，１９８２年６月）

編著『大学生講座』全３巻（大月書店，１９８５年５月 ，６月 ，７月）

編著『現代の国家独占資本主義』上，下（大月書店，１９８７年５月 ，６月）

単著『アルチュセールとプーランッァス』（新日本出版社，１９９１年５月）

編著『現代資本王義をみる目』（文理閣，１９９３年６月）

１９７８年

１９８４年

共著「現実性」（第６章）（鰺坂 ・有尾 ・鈴木編『へ一ゲル論理学入門』有斐閣，！９７８年

３月）

共著ｒ河上肇と『資本論」（塩田編『河上肇＜自叙伝〉の世界』１９８４年１１月）

　　　　　　　　　　　　　　　　（９５５）



　２５６　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４８巻 ・第５号）

　　　　共著「＜ネァカ＞と〈ネクラ〉が象徴する文化的意味」（『ニューアカデミズム』新日本

　　　　出版社，１９８５年６月）

１９８９年　共著「プーランソァスの国家論」（『ネオ ・マルクス主義　　研究と批判』新日本出版杜
，

　　　　１９８９年７月）

論　　　　　　文

１９７１年

１９７２年

１９７３年

１９７５年

１９７６年

１９７７年

１９７８年

１９７９年

１９８０年

１９８１年

１９８２年

１９８３年

「科学とイデオロギー」（『大阪市大論集』第１２号１９７１年１０月）

「経済学史研究の動向とあり方」（『季刊　科学と思想』第４号１９７２年４月）

「内田義彦氏の経済学史研究の方法と経済学的意味についての一考察」（『経済学雑誌』

第６７巻第２号１９７２年８月）

「スミス分業論の基本的性格」（『大阪市大論集』第１５号１９７３年１月）

「平田清明氏の価値論」（『立命館経済学』第２２巻第３ ・４号１９７３年１０月）

「見田石介先生の科学と現実に対する態度に学ぶ」（『科学と人間』第３号１９７５年１１月）

「竹内芳郎氏の佐竹恒有（見田石介）氏批判への反批判」（『科学と人間』第４号１９７６年

１１月）

『見田石介著作集』第３巻解題　島津秀典氏と共同執筆（大月書店，１９７６年１２月）

『見田石介著作集』補巻解題　鈴木茂氏と共同執筆（大月書店，１９７７年４月）

「経済学史の意義と方法（一）」（『立命館経済学』第２７巻第１号１９７８年３月）

「古典研究 ・エンゲルス『反デューリング論』２ ・経済学」角田修一氏と共同執筆（『経

済』１９７８年９月）

「経済学史の学び方」（『経済』１９７９年５月）

「学生の将来的展望　　就職と学習 ・活動 ・大学生活」（『立命評論』第６８号１９８０年７

月）

「社会的共同業務と国家」上（『立命館経済学』第２９巻第６号１９８１年３月）

「経済学史の意義と方法（二）」（『立命館経済学』第３０巻第１号１９８１年４月）

「社会的共同業務と国家」上の二（『立命館経済学』第３０巻第２号１９８１年６月）

「デイヴィド ・リカードウ」上（『経済』１９８１年６月）

「デイヴィド ・リカードウ」中（『経済』１９８１年７月）

ｒデイヴィド ・リカードウ」下の一（『経済』１９８１年８月）

「デイヴィド ・リカードウ」完（『経済』１９８１年９月）

「経済学史の意義と方法（三）」（『立命館経済学』第３０巻第３ ・４ ・５号１９８１年１２月）

「経済学史の意義と方法（完）」（『立命館経済学』第３０巻第６号１９８２年２月）

「Ｔ．Ｒ．マルサス」上（『経済』１９８２年７月）

「Ｔ．Ｒ．マルサス」中（『経済』１９８２年８月）

「Ｔ．Ｒ．マルサス」下（『経済』１９８２年９月）

「大内力氏の『経済学体系』批判」上（『経済』１９８２年１１月）

「大内力氏の『経済学体系』批判」下（『経済』１９８３年１月）

「イデオロギーと人格形成の危機」（『文化評論』１９８３年２月）

　　　　　　　　　　　　　　　　（９５６）



１９８４年

１９８５年

１９８６年

１９８７年

１９８８年

１９８９年

１９９０年

１９９１年

１９９２年

１９９９年
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「〈ネアカ〉と＜ネクラ＞が象徴する文化的意味」（『青年運動』１９８４年７月）

「『家族，私有財産および国家の起源』の現代的恵義　　　『国家二重機能論』との関係に

おいて」（『経済』１９８４年１０月）

「労働価値論と現代」１（『経済』１９８５年５月）

「労働価値論と現代」２（『経済』１９８５年６月）

「労働価値論と現代」３（『経済』１９８５年７月）

「労働価値論と現代」完（『経済』１９８５年８月）

「消費欲求の形成と文化水準」（『生活ジャーナル』第６７号１９８５年１１月）

「天皇在位６０周年キャンペーンと中曽根『新国家主義』」上（『季刊　労働者教育』５８号

１９８６年９月）

「天皇在位６０周年キャンペーンと中曽根『新国家主義』」下（『季刊　労働者教育』５９号

１９８７年１月）

「臨教審と大学審議会法案」（『日本の科学者』第２２巻第９号１９８７年９月）

「プーランツァスの国家論」（『前衡』１９８７年１２月）

「プーランツァスの階級論」（『前衛』１９８８年２月）

「プーランツァスの権力論」（『前衛』１９８８年４月）

「今日の日米関係と日本資本主義」（『経済』１９８８年５月）

「職場の現実をリアルにみる視点」（『経済』１９８８年５月）

「アルチュセールの認識論とイデオロギー謝１）」（『科学と思想』第７３号１９８９年７月）

「社公民の『共同政策』か真の革新的経済政策か」（『経済』１９８９年７月）

「ネオ ・マルクス主義の特徴と影響」（『中小商工業研究』第２１号１９８９年１２月）

「『全般的危機論』と資本の矛盾の激化」（『経済』１９８９年１２月）

「アルチュセールの認識論とイテオロギー 謝２）」（『科学と思想』第７５号１９９０年１月）

ｒ立命館大学の外国人留学生の現状と課題」阿曽沼一成氏と共同執筆（『日本の科学者』

第２５巻第３号１９９０年３月）

「アルチュセールの認識論とイデオロギー謝３）」（『科学と思想』第７６号１９９０年４月）

「アルチュセールの認識論とイテオロギー諭４）」（『科学と思想』第７７号１９９０年７月）

「公的規制問題と日米構造協議」（『日本の科学者』第２５巻第１０号１９９０年１０月）

「競争と独占」（『唯物論と現代』Ｎｏ． ６１９９０年１１月）

ｒ激動一年目のポーランドをゆく」（『文化評論』１９９１年２月）

「見田石介先生における科学的精神とイテオロギー」（『唯物論と現代』Ｎｏ１７１９９６年

８月）

ｒ民属（Ｖｏ１ｋ）と（民族）Ｎａｔｉｏｎ の区別にもとづく民族理論の形成」（『立命館経済

学』第４７巻第２ ・３ ・４号１９９８年１０月）

翻　　　　　　訳

１９８２年 翻訳「資本の流通過程」角田修一氏との共訳（『資本論』第２部第１編）（『マルクスラ

イブラリー』第３巻大月書店，１９８２年３月）

　　　　　　　　　　　　　　　　（９５７）



　２５８

１９８３年

　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４８巻 ・第５号）

翻訳「単純再生産」（『資本論』第１部第７編第２１章，新日本出版社，１９８３年）

青　　　　　　評

１９７６年

１９８１年

１９８５年

「『資本論』研究に大きな刺激　　林直道『フランス語版資本論の研究』」（『経済』１９７６

年１２月）

ｒ平野喜一郎著『社会科学の誕生　　科学とヒューマニスム』（大月書店）」（立命館大学

生協書評誌『蒼弩（あおぞら）』第１２号１９８１年５月２５日）

「重田澄男『資本論の発見　　市民社会と初期マルクス』」（『経済』１９８３年５月）

辞　　　　　　典

１９７６年

１９７９年

「経済学批判の意味」「経済学の階級性と科学性」「イテオロキー」「経済学の理論の真理

性とその検証」（『マルクス経済学の基礎知識』有斐閣，１９７６年１１月）

ｒイデオロギー」ｒ土台と上部構造」ｒＶ＋Ｍのドグマ」ｒスミスの労働価値説」ｒ収穫逓

減の法則」（『経済学辞典』大月書店，１９７９年４月）

論　壇　時　評

１９８４年

１９８５年

「ハイテク ・フィー バーと資本主義文化」（『文化評論』１９８４年１２月）

「現実性増す “スターウォーズ”への警告」（『文化評論』１９８５年１月）

「核抑止肯定のニヒリスム的世界観」（『文化評論』１９８５年２月）

対談 ・座談会

１９７９年

１９８１年

１９８２年

１９８６年

１９８９年

１９９２年

「座談会　へ一ゲル論理学から何を学ぶカ　　『へ一ゲル大論理学研究』の刊行によせ

て」（大月書店，１９７９年１０月）

ｒ座談会　マルクス経済学の研究動向と教育問題」（『経済科学通信』第３０号１９８１年１月

冬季号）

ｒ座談会　日本経済分析と労働者発達の諸条件　　　『講座 ・現代経済学』全６巻完結を

記念して　　」（『経済科学通信』第３５号１９８２年７月）

ｒ『意識の問題』を正面にすえる（新春対談）」（喧伝と組織』１９８６年１月）

ｒ座談会　働くことの意味を問い直す」（『宣伝と組織』１９８９年２月）

「座談会　現代科学技術と若手研究者」（『日本の科学者』１９８９年５月）

ｒ座談会　科学的社会主義の学説 ・理論と現代の課題　　批判者への批判」（『科学と思

想』第８４号１９９２年４月）

報　告　要　旨

１９８２年

１９８５年

「『経済学とイデオロギー』によせて」（『立命館経済学』第３１巻第４号１９８２年１０月）

「労働価値論と現代」（『立命館経済学』第３４巻第３号１９８５年８月）

（９５８）



上野俊樹教授略歴 ・主要著作目録 ２５９

寄　　　　　稿

１９８２年

１９８５年

１９８８年

１９８９年

１９９０年

１９９５年

「夏休みにすすめる　冊の本」（立命館大学生協書評誌ｒ蒼弩（あおぞら）』第１７号１９８２

年６月）

「真に主体的な文化形成を　　財界の文化戦略」（『赤旗』１９８５年６月１８日付）

「大学で君は何を学ぶか」（『青年運動』１９８５年４月）

「私と古典学習１」（『青年運動』１９８８年２月）

「『経済』と私」（『経済』１９８９年４月）

「すべての主張は根拠である（科学者の目）」（『日本の科学者』第２５巻２号１９９０年２月）

「科学的精神の不在　　　『文芸春秋』２月号『マルクスは死んだのか』を読む」上 ・下

（『赤旗』１９９０年２月２３日 ，２４日付）

「経済を科学する」（『青年運動』１９９０年５月）

「『ＡＰＥＣ』の何が問題なのか　　『貿易と投資の自由化』は “悪魔のサイクル”を増幅

　　大企業の民主的規制こそ今」（『足都民報』１９９５年１１月５日付）

（９５９）
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